


Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

流通科学大学

キャッシュレジスターと中内㓛

アンティークなレジスターの並ぶ壮観な光景

Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

学
生
た
ち
の
声
が
こ
だ
ま
す
る
学
内
レ
ス
ト
ラ
ン
の
一
画

に
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ジ
ス
タ
ー
博
物
館
」
が
あ
る
。
本
学
の

創
設
者
・
中
内
㓛
が
長
年
に
わ
た
っ
て
蒐
集
し
て
い
た
、
19

世
紀
後
半
の
木
製
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
20
世
紀
末
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ

ジ
ま
で
、
計
77
台
を
展
示
し
て
い
る
。

「
私
に
と
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
レ
ジ
ス
タ
ー
の
響
き
は
、
こ

の
世
の
最
高
の
音
楽
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、
中
内
が
１
９
６
９

年
に
著
し
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
わ
が
安
売
り
哲
学
』

の
ま
え
が
き
冒
頭
部
に
あ
る
一
節
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ジ
ス
タ
ー
は
、
商
品
の
売
り
上
げ
を
〝
ど
ん

ぶ
り
勘
定
〟
で
は
な
く
科
学
的
に
管
理
・
分
析
す
る
た
め
の
、

小
売
業
の
近
代
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
レ
ジ
打
ち
の
音
が
鳴
り
響
く
の
は
、
そ
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
奏
功
し
て
魅
力
的
な
品
揃
え
が
実
現
し
、
来
店
客

が
そ
れ
を
評
価
し
て
商
品
が
購
入
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
の
表
れ

で
あ
る
。
日
本
の
流
通
革
命
を
牽
引
し
ダ
イ
エ
ー
を
日
本
一

の
小
売
業
に
育
て
た
、
中
内
ら
し
い
感
性
に
よ
る
表
現
だ
と

言
え
る
。

科
学
的
手
法
で
流
通
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
、

人
々
に
喜
び
を
与
え
る
新
た
な
価
値
を
社
会
に
提
案
で
き
る

よ
う
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
流
通
科
学
大
学

の
建
学
の
理
念
、
教
育
方
針
で
あ
る
。
学
生
た
ち
に
は
、
こ

の
フ
ロ
ア
へ
足
を
運
び
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
レ
ジ
ス
タ
ー
が

並
ぶ
壮
観
な
眺
め
か
ら
先
人
の
想
い
を
受
け
取
り
、
日
ご
ろ

の
学
び
に
お
け
る
心
構
え
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ジ
ス
タ
ー
の
響
き

し
ゅ
う
し
ゅ
う
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古代より中国で使用され、アラビア商人を経由して西
方に広まり、中世ヨーロッパの航海に革命をもたらし
た羅針盤。表紙デザインには、社会の変化が著しい現
代において、大学の“今”を映し出し、向かうべき未来
をはかる指針とならん、という思いを込めています。
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ペ
ン
は
剣
よ
り
強
し

伊
藤 

公
平

　

 

慶
應
義
塾
長

２
本
の
ペ
ン
が
交
差
す
る
慶
應
義
塾
の
マ
ー
ク
は
、

明
治
中
期
に
学
生
の
ア
イ
デ
ア
で
生
ま
れ
た
。
和
装

を
洋
装
に
変
え
、
学
帽
に
ペ
ン
マ
ー
ク
を
掲
げ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
１
９
０
０
年
に
は
正
式
な
記
章

に
な
っ
た
。
１
９
０
０
年
と
い
え
ば
日
清
戦
争
が
終

わ
り
日
露
戦
争
に
向
か
っ
て
い
た
年
だ
。
混
迷
の
度

合
い
を
深
め
る
現
在
の
国
際
情
勢
と
重
な
る
。
学
生

の
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
し
、
法
人
と
し
て
の
自
律

性
を
発
揮
で
き
る
の
が
私
学
で
あ
る
。
豊
か
な
社
会

の
源
泉
と
し
て
の
平
和
を
皆
で
守
っ
て
い
き
た
い
。
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安
達 

ま
み
　聖
心
女
子
大
学
学
長

1
．
リ
ベ
ラ
ル
·
ア
ー
ツ
の
現
代
的
挑
戦

聖
心
女
子
大
学
は
創
立
当
初
か
ら
人
文
科
学·

社
会
科
学·

人
間

科
学
系
の
学
び
に
知
的
基
盤
を
与
え
る
「
リ
ベ
ラ
ル·

ア
ー
ツ
教
育
」

を
実
践
し
、
深
い
専
門
性
と
広
い
視
野
の
両
立
を
め
ざ
し
て
き
た
。

創
立
75
周
年
を
記
念
し
た
２
０
２
３
年
度
に
は
、
変
わ
り
ゆ
く
社
会

を
よ
り
よ
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
科
目
を
必
修
化
し
、
７
分
野
か
ら
な
る
「
聖
心
リ
ベ
ラ
ル·

ア
ー

ツ
群
」
を
設
置
し
た
。
２
０
２
５
年
度
の
「
応
用·
基
礎
レ
ベ
ル
」

認
定
に
向
け
て
、
２
０
２
４
年
度
に
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
る
。
統
計
、
デ
ー
タ
等
を
駆
使
し
た
学
び
が

心
理
学
や
社
会
調
査
等
の
分
野
を
中
心
に
数
多
く
提
供
さ
れ
て
お
り
、

学
生
は
学
問
教
育
の
な
か
で
、
ス
キ
ル
を
磨
き
、
知
見
を
深
め
る
。

ま
た
、
本
学
は
創
立
以
来
、
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
堅
持
し
て
き
た
。
す
べ
て
の
学
生
は
入
学
後
、
初
年
次
は
基
礎

課
程
に
所
属
し
、
２
年
次
か
ら
８
学
科
２
専
攻
に
進
む
。
分
野
横

断
的
な
学
び
を
と
お
し
て
柔
軟
な
思
考
や
多
分
野
の
知
見
を
養
い
、

早
く
か
ら
物
事
を
俯
瞰
す
る
視
点
を
培
う
。
多
様
な
専
門
性
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、
限
定
的
な
専
門
知
識
で
対
応
で
き
な
い
局
面

に
あ
っ
て
も
別
の
分
野
の
知
識
を
活
か
す
、
あ
る
い
は
複
数
の
専

門
を
組
み
あ
わ
せ
て
問
題
解
決
に
臨
む
力
を
養
う
。

社
会
貢
献·

社
会
実
践
は
理
念
の
根
本
に
あ
る
。
本
学
の
教
育
理

念
は
、一
人
ひ
と
り
の
人
間
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
愛
す
る

キ
リ
ス
ト
の
聖
心（
み
こ
こ
ろ
）に
学
び
、自
ら
求
め
た
学
業
を
修
め
、そ

の
成
果
を
も
って
社
会
と
の
関
わ
り
を
深
め
、よ
り
よ
い
社
会
を
築
く

こ
と
に
貢
献
す
る
賢
明
な
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
本
学
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
と
し
て
世

界
に
貢
献
し
た
第
１
回
卒
業
生
、
緒
方
貞
子
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
。
現
在
の
学
生
の
ア
セ
ス

課
題
設
定·

解
決
力
を
涵
養
す
る

リ
ベ
ラ
ル·

ア
ー
ツ
教
育

―
聖
心
女
子
大
学
の
試
み
―

10

メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
結
果
に
お
い
て
も
、
成
長
を
実
感
し
て
お
り
、「
協

働
的
思
考
力
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
経
験

の
値
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
本
学
は
学
生
数
約
２
０
０
０

人
、
専
門
課
程
の
１
ゼ
ミ
あ
た
り
学
生
数
約
７
人
と
少
人
数
教
育
に

適
し
た
環
境
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
切

磋
琢
磨
し
、
互
い
に
支
え
あ
い
高
め
あ
い
「
調
整
型
」
リ
ー
ダ
ー
の

資
質
を
磨
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
社
会
問
題
が
複
雑
化
し
て
い
る

現
代
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
リ
ベ
ラ
ル·

ア
ー
ツ
教
育
の
さ
ら
な
る
挑

戦
と
し
て
、
創
造
的
発
想
で
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
課
題
を

み
つ
け
解
決
す
る
能
力
を
涵
養
す
る
本
学
の
学
び
の
特
徴
の
ひ
と
つ

で
あ
る
、
産
学
連
携
の
試
み
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

2
．
未
来
に
向
け
て
社
会
実
践
力
を
高
め
る

高
い
就
職
率
を
有
し
て
い
る
本
学
は
初
代
学
長
の
言
葉
に
あ
る

と
お
り
、「
社
会
の
ど
こ
に
あ
っ
て
も
愛
の
灯
を
掲
げ
る
」
女
性
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
他
者
の
た
め
に
働
く
女
性
を
送
り
出
し
て
き

た
。
女
性
が
一
生
に
わ
た
り
、
仕
事
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
前
提
に

な
っ
た
今
、
早
く
か
ら
地
域
や
企
業
等
の
現
場
と
の
協
働
を
体
験

し
、
社
会
と
繋
が
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
奥
深
さ
を
知
り
、
課
題
提

起·

解
決
力
を
高
め
、
社
会
貢
献·

社
会
実
践
の
取
り
組
み
に
確
か

な
手
ご
た
え
を
感
じ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
大
学
の
重
要

な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
学
の
教
育
活
動
の
あ
ら
た
な
動
向

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
学
連
携
の
課
題
解
決
型
授
業
を
用
意
し

て
い
る
所
以
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
か

か
わ
る
視
点
か
ら
、
あ
ら
た
な
価
値
の
創
出
に
携
わ
る
可
能
性
に

つ
い
て
、
企
業
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え
協
働
す
る
の
も

女
子
大
学
な
ら
で
は
の
社
会
的
な
役
割
で
あ
ろ
う
。
直
近
で
産
学

連
携
協
定
を
締
結
し
た
企
業·

団
体
に
は
、
２
０
２
４
年
３
月
に

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
（
株
）、
並
び
に
（
一
社
）
電

子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）、
７
月
に
（
株
）
Ａ
Ｎ
Ａ

（
全
日
本
空
輸
）
総
合
研
究
所
が
あ
る
。

  

ま
ず
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
（
株
）
と
の
連
携
協

定
の
一
環
で
あ
る
課
題
解
決
型
授
業
を
紹
介
し
た
い
。
聖
心
女
子

大
学
で
は
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
か
ら
、
講
義
「
災
害
と
人
間
」
を

開
講
し
、
例
年
、
教
員
た
ち
が
各
自
の
専
門
の
視
点
か
ら
授
業
を

行
い
、
災
害
が
社
会
や
人
々
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
多
角
的
に

考
察
し
て
き
た
。
開
講
13
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
企
業
側
か
ら

ゲ
ス
ト
講
師
が
登
壇
し
、
保
険
と
い
う
制
度
が
、
被
災
し
た
人
々

の
資
金
的
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
の

一
人
ひ
と
り
の
心
理
的
支
援
で
も
あ
る
こ
と
等
を
実
例
を
も
と
に

11
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こ
と
は
、
大
学
の
重
要

な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
学
の
教
育
活
動
の
あ
ら
た
な
動
向

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
学
連
携
の
課
題
解
決
型
授
業
を
用
意
し

て
い
る
所
以
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
か

か
わ
る
視
点
か
ら
、
あ
ら
た
な
価
値
の
創
出
に
携
わ
る
可
能
性
に

つ
い
て
、
企
業
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
に
応
え
協
働
す
る
の
も

女
子
大
学
な
ら
で
は
の
社
会
的
な
役
割
で
あ
ろ
う
。
直
近
で
産
学

連
携
協
定
を
締
結
し
た
企
業·

団
体
に
は
、
２
０
２
４
年
３
月
に

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
（
株
）、
並
び
に
（
一
社
）
電

子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）、
７
月
に
（
株
）
Ａ
Ｎ
Ａ

（
全
日
本
空
輸
）
総
合
研
究
所
が
あ
る
。

  

ま
ず
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
（
株
）
と
の
連
携
協

定
の
一
環
で
あ
る
課
題
解
決
型
授
業
を
紹
介
し
た
い
。
聖
心
女
子

大
学
で
は
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
か
ら
、
講
義
「
災
害
と
人
間
」
を

開
講
し
、
例
年
、
教
員
た
ち
が
各
自
の
専
門
の
視
点
か
ら
授
業
を

行
い
、
災
害
が
社
会
や
人
々
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
多
角
的
に

考
察
し
て
き
た
。
開
講
13
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
企
業
側
か
ら

ゲ
ス
ト
講
師
が
登
壇
し
、
保
険
と
い
う
制
度
が
、
被
災
し
た
人
々

の
資
金
的
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
の

一
人
ひ
と
り
の
心
理
的
支
援
で
も
あ
る
こ
と
等
を
実
例
を
も
と
に
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講
じ
た
。
ま
た
、
同
社
が
開
発
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た
防
災·

減

災
ア
プ
リ
「
ｃ
ｍ
ａ
ｐ
」
も
紹
介
さ
れ
た
。
学
生
た
ち
は
自
ら
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
こ
の
ア
プ
リ
の
活
用
方

法
や
普
及
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
た
。

授
業
後
に
学
生
か
ら
「
保
険
と
い
う
制
度
が
災
害
復
興
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
将
来
、
復
興

支
援
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
選
択

肢
が
広
が
っ
た
」「
自
分
た
ち
の
意
見
が
実
際
に
事
業
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
聞
き
、
自
身
の
学
業
が
実
社
会
と
繋

が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
」
等
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

次
に
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
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の
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連
携
で
は
、
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協
会
の
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査
の
一
環

と
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て
、
本
学
学
生
が
Ｚ
世
代
の
考
え
る
テ
レ
ビ
の
未
来
像
に
関
す

る
企
画
を
提
案
。
後
日
、
幕
張
メ
ッ
セ
に
て
開
催
さ
れ
た
音
や
映
像
、

通
信
技
術
の
展
示
会
イ
ベ
ン
ト
に
登
壇
し
た
。
放
送
事
業
者
や
官
公

庁
の
担
当
者
に
向
け
て
、
若
者
の
視
点
か
ら
テ
レ
ビ
利
用
に
つ
い
て

行
っ
た
発
表
で
は
、
若
者
が
実
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

見
逃
し
無
料
配
信
動
画
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、コ
ン
テ
ン
ツ（
番
組
）

自
体
は
視
聴
し
て
い
る
こ
と
、
推
し
活
の
た
め
な
ら
高
画
質·

大
画

面
の
モ
ニ
タ
ー
は
需
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
好
評
を
得
た
。

さ
ら
に
、（
株
）ワ
コ
ー
ル
と
の
産
学
連
携
授
業
で
は
、３
Ｄ
ボ
デ
ィ
ー

ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
て
自
分
の
身
体
の
３
Ｄ
映
像
等
の
デ
ー
タ
を
得
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、体
験
と
取
材
の
後
、同
世
代
への
浸
透
の
た
め
の

企
画
を
立
案
、企
業
側
に
提
案
し
た
。「
現
場
で
仕
事
を
す
る
方
と
議

論
が
で
き
、日
ご
ろ
の
学
習
が
実
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
実
感
で
き
た
」

と
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て
、企
業
側
か
ら
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将
来
の
市
場
を
担
う

若
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世
代
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意
見
は
貴
重
。
斬
新
な
発
想
も
あ
り
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後
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
で
活
用
で
き
そ
う
」と
の
講
評
が
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
学
生
が
自
ら
の
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
と
お
し
て
社

会
実
践
に
携
わ
り
、
企
業
と
協
働
し
て
あ
ら
た
な
価
値
を
創
り
出

す
展
望
を
描
く
契
機
と
な
っ
た
。

つ
づ
い
て
翻
訳
の
学
び
や
英
語
学
習
者
と
し
て
の
経
験
等
を
と

お
し
て
社
会
実
装
に
繋
が
る
試
み
と
し
て
、（
株
）
ム
ー
ミ
ン
物
語

と
の
協
働
を
紹
介
す
る
。

3
．
物
語
の
世
界
を
社
会
実
装
に
繋
げ
る

筆
者
は
２
０
２
１
年
度
と
２
０
２
２
年
度
に
埼
玉
県
飯
能
市
の

ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
（（
株
）
ム
ー
ミ
ン
物
語
の
運
営
施
設
）

と
の
産
学
連
携
授
業
を
担
当
し
た
。
同
パ
ー
ク
は
ト
ー
ベ·

ヤ
ン

ソ
ン
作
『
ム
ー
ミ
ン
』
の
物
語
の
世
界
へ
の
体
験
型
導
入
の
役
割

を
担
い
、
世
界
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ナ
ー
ン
タ
リ
と
飯
能
市
の
２
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カ
所
に
の
み
開
園
し
て
い
る
。（
株
）
ム
ー
ミ
ン
物
語
は
国
際
的
な

企
業
で
あ
り
、
権
利
関
係
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ラ
イ
セ
ン
サ
ー
と

の
調
整
を
要
す
る
。
パ
ー
ク
の
常
設
展
示
施
設
コ
ケ
ム
ス
立
ち
あ

げ
の
折
に
、
施
設
担
当
者
が
筆
者
に
英
語
解
説
監
修
を
依
頼
、
そ

の
と
き
の
企
業
側
と
の
対
話
の
な
か
か
ら
企
画
展
示
に
学
生
の
学

び
を
活
か
す
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た
。

⑴
企
画
展
示
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
英
訳
と
全
国
へ
の
巡
回

２
０
２
１
年
度
は
同
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
企
画
展
示

「
ム
ー
ミ
ン
の
食
卓
と
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ル
展
―
食
べ
る
こ
と
、
共

に
生
き
る
こ
と
」
の
展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
英
訳
を
学
生
が
担
当

し
、
来
園
者
用
に
掲
示
さ
れ
た
。

度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
２
０
２
１
年
、
３
月

末
に
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
に
よ
る
パ
ー
ク
の
視
察
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

そ
の
後
ゲ
ス
ト
講
師
に
迎
え
た
展
示
企
画
責
任
者
並
び
に
日
本
語

解
説
監
修
者
よ
り
企
画
展
の
理
念
が
示
す
あ
ら
た
な
価
値
「
コ
ン

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ル
」（「
共
生
」）
と
概
要
や
そ
の
背
景
と
な
る
北
欧
文

化
を
学
び
、
並
行
し
て
作
品
を
読
み
こ
ん
だ
。
翻
訳
の
作
業
は
展

示
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

日
本
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
自
然
な
英
語
に
置
き
換
え
、
一
般
に
通

用
す
る
翻
訳
に
必
須
の
一
貫
性
や
高
度
な
品
質
を
担
保
す
べ
く
訳

文
の
推
敲
を
重
ね
た
。
訳
文
が
完
成
す
る
と
企
業
側
の
意
見
を
踏

ま
え
て
微
調
整
し
た
。
７
月
の
企
画
展
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
、
実

習
と
し
て
来
園
者
へ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
形
で
、
各
自
作
成

し
た
訳
文
の
解
説
を
行
い
質
問
に
対
応
し
た
。

学
生
か
ら
は
「
推
敲
を
重
ね
る
翻
訳
作
業
に
よ
り
物
語
へ
の
案

内
人
に
な
れ
た
」「
テ
ー
マ
を
形
に
す
る
こ
と
で
今
の
時
代
に
必

要
な
価
値
の
創
造
に
携
わ
っ
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
方
、

来
園
者
か
ら
は
、
学
生
と
の
質
疑
応
答
に
よ
り
「
翻
訳
の
意
図
を

聞
け
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
英
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
と
お
し
て
ム
ー

ミ
ン
の
世
界
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
っ
た
。

本
展
示
は
２
０
２
２
年
10
月
ま
で
パ
ー
ク
で
展
示
さ
れ
た
後
、
富

山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
（
２
０
２
２・11・３
～
２
０
２
３・１・29
）、

茨
城
県
陶
芸
美
術
館
（
２
０
２
３・３・18
～
２
０
２
３・６・11
）、

山
口
県
立
萩
美
術
館·

浦
上
記
念
館
（
２
０
２
３・９・16
～
２
０

２
３・12・３
）、
岐
阜
県
現
代
陶
芸
美
術
館
（
２
０
２
３・12・16
～

２
０
２
４・３・３
）、
兵
庫
陶
芸
美
術
館
（
２
０
２
４・３・16
～
２

０
２
４・５・26
）、
小
海
町
高
原
美
術
館
（
２
０
２
４・６・15
～
２

０
２
４・10・６
）
等
に
２
０
２
４
年
10
月
ま
で
巡
回
中
。
各
美
術

館
で
本
学
学
生
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
来
訪
者
を
迎
え
て
い
る
。
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⑵
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
共
同
開
発
か
ら
販
売
ま
で

２
０
２
２
年
度
は
（
株
）
ム
ー
ミ
ン
物
語
と
共
同
で
、
ム
ー
ミ
ン

バ
レ
ー
パ
ー
ク
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
開
発
、
教
材
は

商
品
化
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
来
園
者
が
パ
ー
ク
を
巡
り
ク
イ
ズ
を
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２
２
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・
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ッ
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翻
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ム
ー
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編
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ス
ナ
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２
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レ
ベ
ル
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。
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落
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経
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順
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つ
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べ
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イ
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習
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訳
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人
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繋
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し
た
。
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翻
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翻
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キ
ッ
ト
の
題
名
「M

O
O

M
IN

G
LISH

」、
副
題
「Into 

M
oom

invalley Park

」
も
学
生
が
考
案
し
た
。「
ム
ー
ミ
ン
に

ま
つ
わ
る
英
語
や
文
法
表
現
を
、
自
然
豊
か
な
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー

パ
ー
ク
を
散
策
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
型
キ
ッ
ト
」
と
銘
打
た
れ
、
５
０
０
円
（
税
込
）
に
て
好

評
発
売
中
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
度
に
は
パ
ー
ク
に
隣
接
す
る
メ
ッ
ツ
ァ
ビ
レ
ッ
ジ（（
株
）

メッ
ツァ
）と
の
産
学
連
携
授
業
を
開
始
し
、２
０
２
４
年
度
も
継
続
中

で
あ
る
。
専
門
家
と
共
に
近
隣
の
山
林
を
歩
い
て
自
然
を
肌
で
感
じ
、

英
語
を
と
お
し
て
地
域
の
小
学
生
及
び
未
就
学
児
と
交
流
す
る
試
み
、

教
育
教
材「
子
ど
も
の
た
め
の
自
然
マッ
プ
」の
翻
訳
へ
と
、本
授
業
は

次
世
代
の
担
当
者
に
よ
り
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ら
産
学
連
携
授
業
を
と
お
し
て
、
本
学
の
学
生
は
企
業
の

提
唱
す
る
新
た
な
価
値
に
向
け
て
、
リ
ベ
ラ
ル·

ア
ー
ツ
の
学
び

の
特
徴
を
活
か
し
て
創
造
的
に
課
題
設
定·

解
決
に
挑
戦
す
る
経

験
を
得
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
（
株
）
ム
ー
ミ
ン
物
語
と
の
取
り
組

み
で
は
、
企
画
展
示
の
英
語
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
、
英
語
学
習
キ
ッ

ト
と
い
う
商
品
の
形
で
、
学
び
と
社
会
が
繋
が
っ
た
。
企
画
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
営
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
つ
国
内
外
の
社
会
人

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
出
会
い
、
働
き
方
や
業
務
に
伴
う
責
任
感
に

感
銘
を
受
け
た
と
い
う
学
生
の
声
も
印
象
的
だ
。

今
後
予
定
さ
れ
る
産
学
連
携
の
取
り
組
み
に
は
、２
０
２
４
年
８

月
に
（
株
）
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
と
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。（
株
）

Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
研
究
員
に
よ
る
基
調
講
演
に
続
き
「
調
整

型
」
リ
ー
ダ
ー
を
体
現
す
る
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
勤
務
の
卒
業
生
を

パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
本
学
の
学
び
を
と
お
し
て
涵
養
し
た
、
現

代
に
息
づ
く
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
を
探
る
。
ま

た
、
２
０
２
４
年
度
後
期
か
ら
（
株
）
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
研
究

員
に
よ
り
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
資
す
る
英
語
に
つ
い
て
の
講
義
が

始
ま
る
。
今
後
は
、
教
科
書
改
訂
へ
の
本
学
の
協
力
等
も
期
待
さ

れ
る
。
デ
ジ
タ
ル·

生
成
系
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
に
よ
る
社
会
の
変

化
を
受
け
て
、
創
立
以
来
本
学
の
強
み
で
あ
る
英
語
教
育
の
現
代

的
展
開
を
と
お
し
て
、
世
界
と
繋
が
る
好
機
と
い
え
よ
う
。

産
学
連
携
授
業
の
企
画·

運
営
は
他
大
学
で
も
多
く
の
事
例
が

あ
る
も
の
の
、
大
学
と
企
業
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
構
築
し
て

い
く
な
か
で
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ル
ー
テ
ィ
ン
を
超
え
る

工
夫
や
配
慮
を
要
請
す
る
が
、
そ
の
労
苦
が
充
分
に
報
わ
れ
る
挑

戦
で
あ
る
。
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